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地域包括ケアシステム



地域包括ケアシステムを行う薬剤師
の役割とは？



かかりつけ薬剤師制度



２０１４年から２０１６年間に来局された患者さんを対象

年齢４９歳から８８歳

人数５１人

アンケート・調査



対象店舗

処方せん枚数
平均１８７４枚/月



アンケート内容



 1）基本的に毎回来てほしい

 2）２回に一回くらいの頻度で来てくれればいい

 ３）初めての時は来てほしいが、その後は特に来てもらわな
くてもいい

 ４）特に来てもらわなくてもいい

 ５）どうでもよい

Ｑ1在宅を受けるとき、薬剤師が自宅に来て

薬などの相談をすることについてどのようにお
考えでしょうか？



 1）今服用している薬について

 2）服用している薬以外の薬について

 ３）医師が作った処方内容についての薬剤師の意見

 ４）新しい治療薬について

 ５）薬の服用についての相談

 ６）生活上の相談

 ７）相談相手をしてほしい

 ８）その他

Ｑ２在宅医療で薬剤師に話してほしいこと
は何ですか？



 １）現在受けている治療内容について

 ２）治療に係る金銭的な事

 ３）今後の生活について

 ４）何かあった時に直ぐに対応してくれるだろうか？

 ５）家族の事

 ６）不快な症状や苦痛

 ７）食事の事やトイレの心配

 ８）その他

Ｑ３在宅医療を受けている時どのような事
が気になりますか？



 立地から機能へ

２４時間時間対応・在宅対応等、患者・住民のニーズに
対応できる機能

患者が薬剤師に求める在宅医療への現状把握

２０２５年地域包括ケアシステムで活躍できる薬局・薬剤
師とはどのような形なのか？！

調査の目的
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Ｑ2の解析
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結果

薬剤師は、直接患者さん宅へ行く事は求められて
いない、

求められていることは、
経済性、救急性（２４時間開局）！？



在宅医療における薬剤師に話してほ
しい事に対する解析



２４時間開局の必要性



今回の結果にある背景は、薬剤師と
いう存在がＤｒの処方に対し疑義紹
介することもなくただ渡す事だけをし
てきた存在として患者・住民に理解
されているからではないだろうか？

考察



地域包括ケアシステムにおける在宅
医療対応

社団法人日本薬剤師会（2011.7）訪問薬剤管理指導業務PRリーフレット



経済性・緊急性を考慮

自宅に行かな
くても多職種
連携で



薬剤師が訪問しない経済的な在宅医療が有効。そのためには多職種連携
が薬学的管理をするためには必要になる

結論

地域包括ケアシステムが推進する在宅医療のためには

薬剤師仕事の受動性

機能的・経済性

薬剤師という人間性を能動的に



 第一：入院医療→在宅医療

 第二：セルフメディケーション

２０２５年在宅医療参入への薬局像



 国か出している薬局ビジョンには、疑義紹介件数の少
なさ、処方提案、多職種連携、コミュニケーション能力
など、どれも薬剤師の能動的な働き方をいっている。

 患者のために能動的に動ける薬剤師を育成することが
これから必要とされるかかりつけ薬剤師であろうと考え
る。

まとめ


